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 要  旨 
 山本らは，画像の内容に基づく類似画像検索の手法の 1 つとして，画像を構成する領域の重なり
度合いに基づいた，構図による類似画像検索を提案している．画像を領域分割し，各画素にそれが
属する領域のラベルを付加した画像(以下，領域画像と呼ぶ)に対し，領域の重なり度合いを測定す
る尺度として，集合間の類似度である Jaccard 係数をベースとした新しい類似度(重み付き Jaccard
係数に基づく類似度)を提案し，構図に基づく類似画像検索に適用している． 
 しかし，重み付き Jaccard 係数に基づく類似度の計算には，画素が領域画像 Ii，Ij のどの領域に




 検索の高速化には，(i)類似度計算時間の削減，(ⅱ)類似度計算回数の削減の 2 つの手法がある． 
 (i)については，領域画像に対し，runlength 符号化を適用し，同じラベルが連続する画素の部分
系列をまとめて表現し，領域のラベルの比較回数を減らし，屡次度計算時間を削減する手法を提案
する．領域画像 30,000 枚に対し，runlength 符号化をする場合としない場合の類似度計算時間，領






















引構造を考え，重み付き Jaccard 係数に基づく類似度に対応した索引構造構築の可能性を示した． 
(大学院情報システム学研究科) 
